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問題のタイトル一覧 

三角関数 

２０１５ センター試験 数ⅡＢ 

２０１６ センター試験 数ⅡＢ 

２０１７ センター試験 数ⅡＢ 

２０１８ センター試験 数ⅡＢ 

２０１９ センター試験 数ⅡＢ 

２０２０ センター試験 数ⅡＢ 

２０２１ 共通テスト  数ⅡＢ 
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第４章 三角関数                                タイトル一覧 

 

問題４３１ 第１問（必答問題）の一部（配点 １５）     （１５ センター試験 数ⅡＢ） 
 
 

解答〔１〕Ｏを原点とする座標平面上の２点Ｐ( cos2 ， sin2 )，Ｑ(  7coscos2  ，  7sinsin2  ) 

    を考える。ただし，
8


≦θ≦

4


 とする。 

   （１）ＯＰ＝ ２  ，ＰＱ＝ １  である。また 

       ＯＱ 2 ＝ ５ ＋ ４ )sin7sincos7(cos    

          ＝ ５ ＋ ４ cos( ６ )   である。 

      よって，
8


≦θ≦

4


 の範囲で，ＯＱは θ＝     のとき最大値   ５  をとる。 

   （２）３点Ｏ，Ｐ，Ｑが一直線上にあるようなθの値を求めよう。 

      直線ＯＰを表す方程式は  ３  である。 ク  に当てはまるものを，次の ⓪～③ の 

     うちから一つ選べ。 

     ⓪ yx )(sin)(cos   ＝０     ① yx )(cos)(sin   ＝０ 

    ② yx )(sin)(cos   ＝０     ③ yx )(cos)(sin   ＝０ 

      このことにより，
8


≦θ≦

4


 の範囲で，３点Ｏ，Ｐ，Ｑ が一直線上にあるのは 

     θ＝     のときであることがわかる。 

   （３）∠ＯＱＰが直角となるのは ＯＱ＝   ３  のときである。したがって， 

     
8


≦θ≦

4


 の範囲で，∠ＯＱＰが直角となるのは θ＝      のときである。 

解説〔１〕 

   （１）ＯＰ＝２。ＰＱ＝１ である。また 

      ＯＱ
2
＝

22 )7sinsin2()7coscos2(    

         ＝ )sin7sincos7(cos45    

         ＝ )7cos(45    

         ＝ 6cos45  

      
8


≦θ≦

4


 より． 

4

3
≦ 6 ≦ 

2

3
 

      よって，－１≦ 6cos ≦０ より， 

      6 ＝ 
2

3
 つまり， 

      θ＝
4


 のとき， 

      ＯＱ は最大値 5  

 
 

 

   

  ４   

   

  ６   

  ２   

  ９   
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第４章 三角関数                                タイトル一覧 

 

解説 （２）直線ＯＰを表す方程式は y ＝ x)(tan  つまり， y ＝ x




cos

sin
 より， 

      ③ yx )(cos)(sin   ＝０ である。 

      ３点Ｏ，Ｐ，Ｑが一直線上にあるとき，点Ｑ(  7coscos2  ，  7sinsin2  ) は 

      直線 yx )(cos)(sin   ＝０ 上にあるから， 

       cos)7sinsin2(sin)7coscos2(  ＝０ 

       sin7coscos7sin  ＝０ 

      )7sin(   ＝０ 

      6sin ＝０ 

      
4

3
≦ 6 ≦ 

2

3
 であるから， 6 ＝  よって，θ＝

6


 

   （３）∠ＯＱＰが直角となるのは，図より，ＯＱ＝ 3  のとき 

      である。このとき， 

      ＯＱ
2
＝ 6cos45 ＝３ より， 6cos ＝

2

1
  

      
4

3
≦ 6 ≦ 

2

3
 であるから， 

      6 ＝ 
3

4
 よって，θ＝ 

9

2
 

                         問題４３１→ 
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第４章 三角関数                                タイトル一覧 

 

問題４３２ 第１問（必答問題）の一部（配点 １５）     （１６ センター試験 数ⅡＢ） 
 
 

解答〔２〕 k  を正の整数として 

       









xx
kxx

22

22

sin

1

cos

1
sincos ＝０  ………………………… ① 

    を満たす x  について考える。 

   （１）０＜ x＜
2


 の範囲で① を満たす x  の個数について考えよう。 

      ① の両辺に xx 22 cossin  をかけ，２倍角の公式を用いて変形すると 

           ≧-－ k  x2cos ＝０  ……………………………………… ② 

     を得る。したがって， k  の値に関係なく， x ＝     のときはつねに① が成り立つ。 

      また，０＜ x＜
2


 の範囲で ０＜ x2sin2

≦１ であるから， 

      k ＞     のとき，① を満たす x  は     のみである。一方， 

     ０＜ k ＜    のとき，① を満たす x  の個数は  ３  個であり， 

     k ＝     のときは  １  個である。 

   （２） k ＝
25

4
 とし，

4


＜ x＜

2


 の範囲で① を満たす x  について考えよう。 

       ② により x2sin ＝     であるから， x2cos ＝     である。 

      したがって， xcos ＝     である。 

解説〔２〕 









xx
kxx

22

22

sin

1

cos

1
sincos ＝０  ………………………… ① 

   （１）① の両辺に xx 22 cossin  をかけると， 

       xxkxxxx 222222 cossincossin)sin(cos  ＝０ 

      xkxx 2cos2cos2sin
4

1 2  ＝０ より， 

      xk
x

2cos
4

2sin2









 ＝０   ……………………………………… ② 

      ０＜ x＜
2


 より．０＜ x2 ＜  であるから，② は x2cos ＝０ 

      x2 ＝
2


 つまり， x＝

4


 のとき，常に成り立つ。 

       また，０＜ x＜
2


 の範囲で，０＜ x2 ＜  より，０＜ x2sin2

≦１ であるから， 

  

   

  ４   

  １   

  ４   

  １   

  ４   

  ４   

  ５   

 －３  

  ５   

  ５   

  ５   

  １   

  ４   

   

  ４   

x2sin2

  ４   

 カ  
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第４章 三角関数                                タイトル一覧 

 

解説   ・ k ＞
4

1
 のとき，① を満たすのは， x＝

4


 のみである。 

     ・０＜ k ＜
4

1
 のとき，０＜ x2 ＜  より， x2sin2

＝ k4  つまり， x2sin ＝ k2  の解は 

      ２個あり，しかも x2 ＝
2


 つまり， x ＝

4


 とは異なるので， ① を満たす x は，３個。 

     ・ k ＝
4

1
 のとき， x2sin ＝１， x2cos ＝０ を満たすのは， x ＝

4


 なので，１個。 

   （２） k ＝
25

4
 のとき，② は， xx 2cos

25

16
2sin2









 ＝０ （ただし，

4


＜ x ＜

2


）より， 

      x2sin ＝
5

4
 （

2


＜ x2 ＜  より， x2cos ＜０ である。） 

      よって， x2cos ＝
5

3
  より， 1cos2 2 x ＝

5

3
  

      x2cos ＝
5

1
 で， xcos ＞０ より， xcos ＝

5

5
 である。 

                                     問題４３２→ 
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第４章 三角関数                                タイトル一覧 

 

問題４３３ 第１問（必答問題）の一部（配点 １５）     （１７ センター試験 数ⅡＢ） 
 
 

解答〔１〕連立方程式 

        

















②

①





15

152
coscos

15

4
2cos2cos





 

    を考える。ただし，０≦α≦ ，０≦β≦  であり，α＜β かつ 

       | cos |≧| cos |        ………………………………… ③ 

    とする。このとき， cos  と cos  の値を求めよう。 

     ２倍角の公式を用いると，① から 

        22 coscos  ＝      

     が得られる。また，② から，  22 coscos ＝    である。 

    したがって，条件③ を用いると 

       2cos ＝     ， 2cos ＝     である。 

    よって，② と条件０≦α≦ ，０≦β≦ ，α＜β から 

      cos ＝         ， cos ＝         である。 

解説〔１〕① より， )1cos2()1cos2( 22   ＝
15

4
 

     )cos(cos2 22   ＝
15

34
 よって，  22 coscos  ＝

15

17
 

     また，② より ，  22 coscos ＝
15

4
 

     よって． 2cos ， 2cos  を解とする２次方程式を，
15

4

15

172  xx ＝０ とおくと， 

     41715 2  xx ＝ )45)(13(  xx ＝０ より， x ＝
3

1
，

5

4
 

     よって， 2cos ＝
5

4
， 2cos ＝

3

1
 

     また，② と条件０≦α≦ ，０≦β≦ ，α＜β から，０＜α＜
2


＜β＜  なので， 

     cos ＞０， cos ＜０ よって， cos ＝
5

52
， cos ＝

3

3
      問題４３３→ 

 

 

 

 

 １７   

 １５   

  ４   

１５ 

 －   ３  

  ３  

 ２   ５  

  ５  

  ４   

  ５   

 １   

  ３   
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第４章 三角関数                                タイトル一覧 

 

問題４３４ 第１問（必答問題）の一部（配点 １５）     （１８ センター試験 数ⅡＢ） 
 
 

解答〔１〕 

   （１）１ラジアンとは， ２  のことである。 ア  に当てはまるものを，次の ⓪～③ の 

     うちから一つ選べ。 

     ⓪ 半径が１，面積が１の扇形の中心角の大きさ 

     ① 半径が ，面積が１の扇形の中心角の大きさ 

    ② 半径が１，弧の長さが１の扇形の中心角の大きさ 

    ③ 半径が ，弧の長さが１の扇形の中心角の大きさ 

   （２）１４４°を弧度で表すと      ラジアンである。また， 
12

23
 ラジアンを度で 

     表すと  ３４５ °である。 

   （３）
2


≦θ≦  の範囲で 

       


















30
cos2

5
sin2





 ＝１   ……………………………… ① 

     を満たすθの値の範囲を求めよう。 

      x＝θ＋
5


 とおくと，① は 

       cos2sin2 x  x－     ＝１ 

     と表せる。加法定理を用いると，この式は 

       xsin －   ３  xcos ＝１ 

     となる。さらに，三角関数の合成を用いると 

       sin  x－     ＝ 

      と変形できる。 x＝θ＋
5


，

2


≦θ≦  だから，θ＝      である。 

解説〔１〕 

   （１）１ラジアンとは，② 半径が１，弧の長さが１の扇形の中心角の大きさ である。 

   （２）１４４°＝ 
180

144
＝ 

5

4
 ラジアン， 

12

23
 ラジアン＝ 180

12

23
＝３４５° 

      （
12


＝

2

1
･

6


＝

2

1
×３０°＝１５° である。） 

   （３） 


















30
cos2

5
sin2





 ＝１   ……………… ① において， 

      x＝θ＋
5


 とおくと，① は， 










6
cos2sin2


xx ＝１ 

 
 

  ４   

  ５   

  

 ６  

  

 ３  

 １ 

  ２   

 ２９   

 ３０   
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第４章 三角関数                                タイトル一覧 

 

解説    加法定理を用いると， 









6
sinsin

6
coscos2sin2


xxx ＝１ より， 

      )sincos3(sin2 xxx  ＝１ 

      xx cos3sin  ＝１ 

      三角関数の合成を用いると， 

      









3
sin2


x ＝１ より， 










3
sin


x ＝

2

1
 

      x＝θ＋
5


 のとき，

3


x ＝

35


 








 ＝ 

15

2
  

      であるから， 

      
2


≦θ≦  のとき， 

30

11
≦

3


x ≦ 

15

13
 

      よって，
3


x ＝ 

15

2
 ＝ 

6

5
 より，θ＝ 

30

29
       問題４３４→ 
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第４章 三角関数                                タイトル一覧 

 

問題４３５ 第１問（必答問題）の一部（配点 １５）     （１９ センター試験 数ⅡＢ） 
 
 

解答〔１〕関数 )(f ＝  22 coscossin4sin3   を考える。 

   （１） )0(f ＝ －１  ， 








3


f ＝  ２   ＋    ３   である。 

   （２）２倍角の公式を用いて計算すると， 2cos ＝         となる。 

     さらに， 2sin ， 2cos  を用いて )(f  を表すと 

       )(f ＝ ２ 2sin － ２ 2cos ＋ １  …………………… ① 

     となる。 

   （３）θが０≦θ≦  の範囲を動くとき，関数 )(f  のとり得る最大の整数の値m  と 

     そのときのθの値を求めよう。三角関数の合成を用いると，① は 

       )(f ＝ ２   ２ sin  2 －     ＋ １  

     と変形できる。したがって，m ＝ ３  である。 

      また，０≦θ≦  において， )(f ＝ ３  となるθの値は，小さい順に， 

           ，      である。 

解説〔１〕 )(f ＝  22 coscossin4sin3   のとき， 

   （１） )0(f ＝－１， 








3


f ＝

22

2

1

2

1

2

3
4

2

3
3 























＝

4

1
3

4

9
 ＝ 32   

   （２）２倍角の公式を用いて計算すると， 2cos ＝
2

12cos 
 であり， 

       )(f ＝
2

2cos1
2sin2

2

2cos1
3




 



 ＝ 12cos22sin2    

   （３）三角関数の合成を用いると， )(f ＝ 1
4

2sin22 










  より， 

      ０≦θ≦  のとき， 221 ≦ )(f ≦ 221  であるから， 

      )(f  のとり得る最大の整数の値は，m ＝３ である。 

      また， 1
4

2sin22 










 ＝３（０≦θ≦ ）とおくと， 

      









4
2sin


 ＝

2

1
 であり，

4


 ≦

4
2


  ≦ 

4

7
 より， 

      
4

2


  ＝
4


， 

4

3
 よって，θ＝

4


，

2


 

                            問題４３５→ 

 

 

 

2cos ＋ １  

 ２  

  

  ２   

  

  ４   

  

 ４  
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問題４３６ 第１問（必答問題）の一部（配点 １５）     （２０ センター試験 数ⅡＢ） 
 
 

解答〔１〕 

   （１）０≦θ＜ 2  のとき， 

       sin ＞ 









3
cos3


        ………………………………… ① 

     となるθの値の範囲を求めよう。加法定理を用いると 

       









3
cos3


 ＝     cos ＋     sin  

     である。よって，三角関数の合成を用いると，① は 

       sin  θ＋     ＜０ 

     と変形できる。したがって，求める範囲は 

             ＜θ＜      である。 

   （２）０≦θ≦
2


 とし， k  を実数とする。 sin  と cos  は x  の２次方程式 

     kxx  3525 2
＝０ の解であるとする。このとき，解と係数の関係により 

     sin ＋ cos ， sin cos  の値を考えれば， k ＝ １２  であることがわかる。 

      さらに，θが sin ≧ cos  を満たすとすると， sin ＝    ， cos ＝ 

     である。このとき，θは  ３  を満たす。 ソ  に当てはまるものを，次の ⓪～⑤ の 

     うちから一つ選べ。 

     ⓪ ０≦θ＜
12


     ① 

12


≦θ＜

6


     ② 

6


≦θ＜

4


 

     ③ 
4


≦θ＜

3


     ④ 

3


≦θ＜ 

12

5
    ⑤ 

12

5
≦θ＜

2


 

解説（１） 









3
cos3


 ＝ 










3
sinsin

3
coscos3





 ＝  sin

2

3
cos

2

3
  より，① は 

     sin ＞  sin
2

3
cos

2

3
  よって，  cos

2

3
sin

2

1
 ＜０ 

     三角関数の合成を用いて， 









3
sin


 ＜０ と変形できる。 

     
3


≦

3


  ＜ 

3

7
 であるから，図より， 

      ＜
3


  ＜ 2  よって， 

3

2
＜θ＜ 

3

5
 

  （２） kxx  3525 2
＝０ の２つの解が sin  と cos であるから，解と係数の関係により 

     sin ＋ cos ＝
5

7
， sin cos ＝

25

k
 

 
 

  ２   

  ３   

 ５   

  ３   

  ３   

  ２   

  ３   

  ２   

  

 ３  

  ４   

  ５   

  ３   

  ５   
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解説   
2)cos(sin   ＝１＋  cossin2  に代入して， 

     
25

49
＝１＋ k

25

2
 より， k ＝１２ 

     このとき， 123525 2  xx ＝０ を解くと， 

     )45)(35(  xx ＝０ より， x ＝
5

3
，

5

4
 

     よって，θが sin ≧ cos  を満たすとすると， 

     sin ＝
5

4
， cos ＝

5

3
 であり， 

     θは sin ＝
5

4
＞

2

1
 より，θ＞

4


， cos ＝

5

3
＞

2

1
 より，θ＜

3


 であるから， 

     ③ 
4


≦θ＜

3


 を満たす。               問題４３６→ 
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問題４３７ 第１問（必答問題）の一部（配点 １５）      （２１ 共通テスト 数ⅡＢ） 
 
 

解答〔１〕 

   （１）次の問題Ａについて考えよう。 

    問題Ａ 関数 y ＝  cos3sin   （０≦θ≦
2


）の最大値を求めよ。 

        sin      ＝
2

3
， cos       ＝

2

1
 

     であるから，三角関数の合成により 

       y ＝  ２  sin  θ＋      

      と変形できる。よって， y  はθ＝      で最大値   ２   をとる。 

   （２） p  を定数とし，次の問題Ｂについて考えよう。 

    問題Ｂ 関数 y ＝  cossin p  （０≦θ≦
2


）の最大値を求めよ。 

     （ⅰ） p ＝０ のとき， y  はθ＝      で最大値   １   をとる。 

    （ⅱ） p ＞０ のときは，加法定理 )cos(   ＝  sinsincoscos   を用いると 

       y ＝  cossin p ＝   ９  )cos(    

      と表すことができる。ただし，αは 

       sin ＝     ， cos ＝     ，０＜α＜
2


 

      を満たすものとする。このとき， y  はθ＝   １   で最大値    ９   をとる。 

    （ⅲ） p ＜０ のとき， y  はθ＝   ２   で最大値   １   をとる。 

       キ  ～  ケ ， サ ， ス  の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。） 

      ⓪ －１        ① １       ② － p  

      ③ p          ④ １－ p      ⑤ １＋ p  

      ⑥ 
2p         ⑦ 

2p        ⑧ １
2p  

      ⑨ １＋
2p         

2)1( p       
2)1( p  

 

       コ ， シ  の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。） 

      ⓪ ０         ① α       ② 
2


 

 

 

  

 ３  

  １   

  ９   

  ３   

  ９   

  

  ３   

  

  ３   

  

  ６   

  

  ２   
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解説（１）
3

sin

＝

2

3
， 

3
cos


＝

2

1
 であるから， 

     y ＝  cos3sin  ＝













  cos

2

3
sin

2

1
2 ＝ 










3
sincos

3
cossin2





 ＝ 










3
sin2


  

     よって，０≦θ≦
2


 のとき， y  はθ＝

6


 で最大値２をとる。 

  （２）関数 y ＝  cossin p  （０≦θ≦
2


）について， 

   （ⅰ） p ＝０ のとき， y  はθ＝
2


 で最大値１をとる。 

   （ⅱ） p ＞０ のとき，加法定理を用いると 

      y ＝  cossin p ＝


















  cos

1
sin

1

1
1

22

2

p

p

p
p ＝ )cos(1 2   p  

      （ただし， sin ＝
21

1

p
， cos ＝

21 p

p


，０＜α＜

2


） 

      よって，θ－α＝０ つまり，θ＝α のとき， y  は最大値 21 p をとる。 

   （ⅲ） p ＜０ のとき， sin ， cosp  は，０≦θ≦
2


 の範囲でともに増加関数になるので， 

      y  はθ＝
2


 で最大値１をとる。 

     sin ＝
5

4
， cos ＝

5

3
 であり， 

     θは sin ＝
5

4
＞

2

1
 より，θ＞

4


， cos ＝

5

3
＞

2

1
 より，θ＜

3


 であるから， 

     ③ 
4


≦θ＜

3


 を満たす。               問題４３７→ 
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問題４３１ 第１問（必答問題）の一部（配点 １５）     （１５ センター試験 数ⅡＢ） 
 
 

問題〔１〕Ｏを原点とする座標平面上の２点Ｐ( cos2 ， sin2 )，Ｑ(  7coscos2  ，  7sinsin2  ) 

    を考える。ただし，
8


≦θ≦

4


 とする。 

   （１）ＯＰ＝ ア  ，ＰＱ＝ イ  である。また 

       ＯＱ 2 ＝ ウ ＋ エ )sin7sincos7(cos    

          ＝ ウ ＋ エ cos( オ )   である。 

      よって，
8


≦θ≦

4


 の範囲で，ＯＱは θ＝     のとき最大値   キ  をとる。 

   （２）３点Ｏ，Ｐ，Ｑが一直線上にあるようなθの値を求めよう。 

      直線ＯＰを表す方程式は  ク  である。 ク  に当てはまるものを，次の ⓪～③ の 

     うちから一つ選べ。 

     ⓪ yx )(sin)(cos   ＝０     ① yx )(cos)(sin   ＝０ 

    ② yx )(sin)(cos   ＝０     ③ yx )(cos)(sin   ＝０ 

      このことにより，
8


≦θ≦

4


 の範囲で，３点Ｏ，Ｐ，Ｑ が一直線上にあるのは 

     θ＝     のときであることがわかる。 

   （３）∠ＯＱＰが直角となるのは ＯＱ＝   コ  のときである。したがって， 

     
8


≦θ≦

4


 の範囲で，∠ＯＱＰが直角となるのは θ＝      のときである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  カ   

   

  ケ   

  サ   

  シ   
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問題４３２ 第１問（必答問題）の一部（配点 １５）     （１６ センター試験 数ⅡＢ） 
 
 

問題〔２〕 k  を正の整数として 

       









xx
kxx

22

22

sin

1

cos

1
sincos ＝０  ………………………… ① 

    を満たす x  について考える。 

   （１）０＜ x＜
2


 の範囲で① を満たす x  の個数について考えよう。 

      ① の両辺に xx 22 cossin  をかけ，２倍角の公式を用いて変形すると 

           ≧-－ k  x2cos ＝０  ……………………………………… ② 

     を得る。したがって， k  の値に関係なく， x ＝     のときはつねに① が成り立つ。 

      また，０＜ x＜
2


 の範囲で ０＜ x2sin2

≦１ であるから， 

      k ＞     のとき，① を満たす x  は     のみである。一方， 

     ０＜ k ＜    のとき，① を満たす x  の個数は  ナ  個であり， 

     k ＝     のときは  ニ  個である。 

   （２） k ＝
25

4
 とし，

4


＜ x＜

2


 の範囲で① を満たす x  について考えよう。 

       ② により x2sin ＝     であるから， x2cos ＝     である。 

      したがって， xcos ＝     である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  ツ   

  テ   

  ト   

  テ   

  ト   

  ヌ   

  ネ   

 ノハ   

  ヒ   

  フ   

  ヘ   

  テ   

  ト   

   

  ツ   

x2sin2

  チ   

 カ  
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問題４３３ 第１問（必答問題）の一部（配点 １５）     （１７ センター試験 数ⅡＢ） 
 
 

問題〔１〕連立方程式 

        

















②

①





15

152
coscos

15

4
2cos2cos





 

    を考える。ただし，０≦α≦ ，０≦β≦  であり，α＜β かつ 

       | cos |≧| cos |        ………………………………… ③ 

    とする。このとき， cos  と cos  の値を求めよう。 

     ２倍角の公式を用いると，① から 

        22 coscos  ＝      

     が得られる。また，② から，  22 coscos ＝    である。 

    したがって，条件③ を用いると 

       2cos ＝     ， 2cos ＝     である。 

    よって，② と条件０≦α≦ ，０≦β≦ ，α＜β から 

      cos ＝         ， cos ＝         である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アイ   

 ウエ   

  オ   

１５ 

 ス   セ  

  ソ  

 コ   サ  

  シ  

  カ   

  キ   

 ク   

  ケ   
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問題４３４ 第１問（必答問題）の一部（配点 １５）     （１８ センター試験 数ⅡＢ） 
 
 

問題〔１〕 

   （１）１ラジアンとは， ア  のことである。 ア  に当てはまるものを，次の ⓪～③ の 

     うちから一つ選べ。 

     ⓪ 半径が１，面積が１の扇形の中心角の大きさ 

     ① 半径が ，面積が１の扇形の中心角の大きさ 

    ② 半径が１，弧の長さが１の扇形の中心角の大きさ 

    ③ 半径が ，弧の長さが１の扇形の中心角の大きさ 

   （２）１４４°を弧度で表すと      ラジアンである。また， 
12

23
 ラジアンを度で 

     表すと  エオカ °である。 

   （３）
2


≦θ≦  の範囲で 

       


















30
cos2

5
sin2





 ＝１   ……………………………… ① 

     を満たすθの値の範囲を求めよう。 

      x＝θ＋
5


 とおくと，① は 

       cos2sin2 x  x－     ＝１ 

     と表せる。加法定理を用いると，この式は 

       xsin －   ク  xcos ＝１ 

     となる。さらに，三角関数の合成を用いると 

       sin  x－     ＝ 

      と変形できる。 x＝θ＋
5


，

2


≦θ≦  だから，θ＝      である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ   

  ウ   

 サシ   

 スセ   

  

 キ  

  

 ケ  

 １ 

  コ   
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問題４３５ 第１問（必答問題）の一部（配点 １５）     （１９ センター試験 数ⅡＢ） 
 
 

問題〔１〕関数 )(f ＝  22 coscossin4sin3   を考える。 

   （１） )0(f ＝ アイ  ， 








3


f ＝  ウ   ＋    エ   である。 

   （２）２倍角の公式を用いて計算すると， 2cos ＝         となる。 

     さらに， 2sin ， 2cos  を用いて )(f  を表すと 

       )(f ＝ キ 2sin － ク 2cos ＋ ケ  …………………… ① 

     となる。 

   （３）θが０≦θ≦  の範囲を動くとき，関数 )(f  のとり得る最大の整数の値m  と 

     そのときのθの値を求めよう。三角関数の合成を用いると，① は 

       )(f ＝ コ   サ sin  2 －     ＋ ケ  

     と変形できる。したがって，m ＝ ス  である。 

      また，０≦θ≦  において， )(f ＝ ス  となるθの値は，小さい順に， 

           ，      である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2cos ＋ オ  

 カ  

  

 シ  

  

  ソ   

  

  セ   
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問題４３６ 第１問（必答問題）の一部（配点 １５）     （２０ センター試験 数ⅡＢ） 
 
 

問題〔１〕 

   （１）０≦θ＜ 2  のとき， 

       sin ＞ 









3
cos3


        ………………………………… ① 

     となるθの値の範囲を求めよう。加法定理を用いると 

       









3
cos3


 ＝     cos ＋     sin  

     である。よって，三角関数の合成を用いると，① は 

       sin  θ＋     ＜０ 

     と変形できる。したがって，求める範囲は 

             ＜θ＜      である。 

   （２）０≦θ≦
2


 とし， k  を実数とする。 sin  と cos  は x  の２次方程式 

     kxx  3525 2
＝０ の解であるとする。このとき，解と係数の関係により 

     sin ＋ cos ， sin cos  の値を考えれば， k ＝ ケコ  であることがわかる。 

      さらに，θが sin ≧ cos  を満たすとすると， sin ＝    ， cos ＝ 

     である。このとき，θは  ソ  を満たす。 ソ  に当てはまるものを，次の ⓪～⑤ の 

     うちから一つ選べ。 

     ⓪ ０≦θ＜
12


     ① 

12


≦θ＜

6


     ② 

6


≦θ＜

4


 

     ③ 
4


≦θ＜

3


     ④ 

3


≦θ＜ 

12

5
    ⑤ 

12

5
≦θ＜

2


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  オ   

  カ   

 キ   

  ク   

  ア   

  イ   

  ウ   

  イ   

  

 エ  

  サ   

  シ   

  ス   

  セ   
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問題４３７ 第１問（必答問題）の一部（配点 １５）      （２１ 共通テスト 数ⅡＢ） 
 
 

問題〔１〕 

   （１）次の問題Ａについて考えよう。 

    問題Ａ 関数 y ＝  cos3sin   （０≦θ≦
2


）の最大値を求めよ。 

        sin      ＝
2

3
， cos       ＝

2

1
 

     であるから，三角関数の合成により 

       y ＝  イ  sin  θ＋      

      と変形できる。よって， y  はθ＝      で最大値   エ   をとる。 

   （２） p  を定数とし，次の問題Ｂについて考えよう。 

    問題Ｂ 関数 y ＝  cossin p  （０≦θ≦
2


）の最大値を求めよ。 

     （ⅰ） p ＝０ のとき， y  はθ＝      で最大値   カ   をとる。 

    （ⅱ） p ＞０ のときは，加法定理 )cos(   ＝  sinsincoscos   を用いると 

       y ＝  cossin p ＝   キ  )cos(    

      と表すことができる。ただし，αは 

       sin ＝     ， cos ＝     ，０＜α＜
2


 

      を満たすものとする。このとき， y  はθ＝   コ   で最大値    サ   をとる。 

    （ⅲ） p ＜０ のとき， y  はθ＝   シ   で最大値   ス   をとる。 

       キ  ～  ケ ， サ ， ス  の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。） 

      ⓪ －１        ① １       ② － p  

      ③ p          ④ １－ p      ⑤ １＋ p  

      ⑥ 
2p         ⑦ 

2p        ⑧ １
2p  

      ⑨ １＋
2p         

2)1( p       
2)1( p  

 

       コ ， シ  の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。） 

      ⓪ ０         ① α       ② 
2


 

 

 

  ク   

  キ   

  ケ   

  キ   

  

  ア   

  

  ア   

  

  オ   

  

 ア  

  

  ウ   


